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本論考は，心的外傷後ストレス症（Posttraumatic stress disorder: 以下，PTSD とする）のリスク

要因として小児期逆境体験（Adverse childhood experience：以下，ACEs とする）を取り上げている

実証研究を概観し，本邦において PTSD との関連性を研究する上で適切であると考えられる ACEs の構

成要素を検討することを目的とした。抽出された 38 編の文献から，家庭内の逆境体験のみならず，

家庭外の広範な逆境体験についても ACEs に含めて測定されていることが明らかにされた。しかし，

本邦の文化に即した ACEs について，PTSD との関連を検討している文献は見られなかった。したがっ

て，本邦の文化的背景を考慮した幅広い逆境体験を ACEs に含め，PTSD との関連を検討することが必

要であると考えられる。 
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